




（２）協働のプラットフォームの試行「うみの会議」の開催

協働の仕組みづくりの検討

・協働の仕組みづくりとして、プラットフォームの設置を提案し、その試行を行った。
・協働の仕組みづくりとして、下記に示す利用を生み出す協働のプラットフォームの設置を提案し、赤穂海浜公園

管理運営協議会に提示した。
・赤穂海浜公園管理運営協議会では、プラットフォームの事例として、県立尼崎の森中央緑地の「森の会議」を紹

介した。

（１）協働のプラットフォームの試行・提案

●協働のプラットフォームの仕組みの将来イメージ

●赤穂海浜公管理運営協議会への企画提案資料（抜粋）

・協働のプラットフォームの試行として、「うみの会議」を開催し、当日の運営、説明資料等を作成した。
・また、協働のプラットフォームを試行するにあたり、開催案内チラシ及びウェブ申し込みフォームを作成し、赤

穂海浜公園公式ホームページや園内での開催案内の掲示や、赤穂海浜公園管理運営協議会委員等へ開催案内の送
付等により、参加者を募集した。

【日時】令和 5 年 11 月 26 日（日）13:00 ～ 15:00
【場所】赤穂海浜公園管理事務所ロビー
【内容】開催趣旨の説明

  　　　話合い「赤穂海浜公園の使いこなし」
      　　プログラムの試行「公園の植物を使ったクラフト体験」※
　　　　　　　　※参加者からの意見が多く話合いの時間が長引いた
　　　　　　　　　ため、プログラムの試行はクラフト内容の紹介の
　　　　　　　　　みとした。

【参加者】　21 名
　　　　　《内訳》
　　　　　　・赤穂海浜公園管理運営協議会委員３名
　　　　　　・あり方検討会意見交換会参加者及び菅関係者６名
　　　　　　・一般参加者 12 名
　　　　　　

●「うみの会議」開催概要

●「うみの会議」の仕組み
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・利用者らが一堂に介し、公園でやってみたいことを持ち寄って、
　試行しながら実現に向けて取り組む協働のプラットフォーム「海

の会議」。
・継続して開催することで、協働の輪が広がり、公園を使いこなし

が実現していき、地域利用や観光利用の魅力アップにもつながる。

●「うみの会議」開催当日の様子



協働の仕組みづくりの検討
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